
１． 北海道農業と農業農村整備事業

草薙 忍・柏倉 良光

北海道農業は，開拓以来，農業関係者のたゆまぬ努力と先進
的な営農技術の導入により，寒冷で積雪期間が長い気候条件や
特殊な土壌条件などの厳しい生産環境を克服し，わが国の食料
供給基地としての役割を果たしてきている。現在，農業経営平
均規模は約２３haと EU（１９．３ha）を上回る規模となったが，
担い手の減少や高齢化，食の安全・安心に対する消費者の関心
の高まりなど，農業・農村を取り巻く情勢が大きく変化してい
る中，引き続きわが国の食料基地としての役割を果たしていか
なければならない。本報では，北海道農業および農業農村整備
事業の現状を述べるとともに，北海道のおける農業農村整備事
業の今後の展開の方向について述べる。

（水土の知８０－６，pp．３～８，２０１２）
北海道，農業，農業農村整備，国営事業，道営事業

２． 寒冷地におけるアスファルト舗装道路の凍上被害と
技術的課題

川端伸一郎・亀山 修一・久保 裕一

北海道のような寒冷地のアスファルト舗装農道では，低温に
よる多数の舗装ひび割れが発生している。このようなひび割れ
は道路の寿命を低下させる要因となり，さらに凍上が原因の場
合には，平坦性の悪化や路面の段差など，車両走行の安全性や
農産物運搬時の荷傷みに対する問題にも波及する恐れがある。
本報では，凍上被害の実態を農道を中心に紹介し，広域的なひ
び割れ調査や平坦性調査から凍上被害が切土部に生じやすいこ
とや，新たな凍上対策としての断熱工法の効果を明らかにし
た。さらに，北海道における過去５０年間の寒冬の記録から，
地域特性を考慮した n 年確率凍結指数の考え方を示した。

（水土の知８０－６，pp．９～１２，２０１２）
農道，アスファルト舗装，凍上，ひび割れ，凍上対策工

法，IRI，凍結指数

３． 超音波伝播速度の測定によるコンクリート開水路の
凍害診断

石神 暁郎・金田 敏和・蒔苗 英孝

会沢 義徳・西田 真弓・佐藤 智

北海道では，長大な延長を有する水路においていかに効率的
かつ効果的に診断を行うかが解決すべき喫緊の課題となってい
る。筆者らは，コンクリート開水路の凍害に焦点を当て，効率
的な診断を行うことが期待できる非破壊試験法の一つである，
超音波法を用いた診断手法の開発に取り組んでおり，実構造物
において適用性の検証を行った。表面走査法による凍害劣化深
さの推定を試み，併せて採取コアを用いた透過法による劣化深
さの確認を行った結果，躯体内部に超音波が伝播できないひび
割れなどが存在しない場合は，表面走査法により超音波伝播速
度を測定することで，コンクリート開水路表層部の凍害劣化深
さを推定できる可能性が高いことが分かった。

（水土の知８０－６，pp．１３～１６，２０１２）
コンクリート開水路，凍害，診断，劣化深さ，超音波伝

播速度，表面走査法，透過法

４． 北海道における雪氷冷熱利用

木村 賢人・辻 修・宗岡 寿美

雪，氷，凍土は北海道の寒さの象徴であり，生活する上で大
きな障害となってきた。しかし近年，これらを冷熱資源と見な
し，物や空間を冷やす冷熱源として利用しようという気運が高
まっている。特に，農産物の長期貯蔵に最適な低温・高湿環境
を作り出すことから，農産物貯蔵庫への利用が期待されてい
る。本報では，冷熱資源として雪，氷，凍土を利用する上での
基礎的なことを整理しまとめた。さらに，雪氷冷熱の利用シス
テムを導入した貯蔵庫についても紹介した。

（水土の知８０－６，pp．１７～２０，２０１２）
雪氷冷熱，雪，氷，凍土，農産物貯蔵，北海道

農業農村工学会誌第８０巻第６号 報文・行政の窓・技術リポート内容紹介

小特集 北海道における農業農村工学の展開

特集の趣旨
北海道は，全国の約４分の１の耕地面積を有し，稲作，畑作，酪農などの土地利用型農業を中心とした生産性の高い
農業を展開し，食料自給率１８７％（２１年度概算値），また国産供給熱量の約２割を供給するわが国最大の食料基地となっ
ている。この北海道における農業の展開を支えるため，これまで，農業農村工学がこの地において展開され今日に至って
いる。
本特集では，まず，北海道における農業の特性を踏まえた現在の農業基盤整備と今後の展開について述べる。次に，北
海道の基盤整備事業を悩ませてきた，凍害の克服についての研究を紹介する。さらに，この酷寒を逆手に取り利用に結び
付ける研究を紹介する。最後に，北海道ならではの大規模転換畑における排水対策の取組みを紹介する。



５． ハイブリッド水路による転換畑での秋まき小麦に対する
排水促進・水分供給技術

塚本 康貴・中村 隆一

北海道道央圏での小麦栽培は転換畑が多く，土壌物理性の不
良が小麦の生育を規制し，収量品質を不安定にしている。秋ま
き小麦の健全な生育には，前年秋から春先にかけての排水促進
による初期生育の確保と，止葉期以降の生育後半に十分な水分
を供給できる環境づくりが必要である。そこで著者らは圃場内
に幅，深さともに３０cm程度の溝を形成することで，越冬前
から春先にかけての排水促進と，生育後半に水田用水路から溝
への通水による，小麦への水分供給を兼ね備えた「ハイブリッ
ド水路」を考案した。本報では，ハイブリッド水路の形成によ
る排水促進効果と，ハイブリッド水路を利用した水分供給効果
について，現地実証試験結果も合わせた形で紹介する。

（水土の知８０－６，pp．２１～２４，２０１２）
ハイブリッド水路，転換畑，小麦，排水促進，水分供給

（行政の窓）
新たな土地改良長期計画について

室本 隆司

土地改良長期計画は，土地改良法（昭和２４年法律第１９５
号）第４条の２の規定に基づき，５年を一期として策定する。
新たな計画は，農業の体質強化や震災復興などに対応するた
め，１年前倒しで策定し，平成２４年３月３０日に閣議決定さ
れた。今後５年間の土地改良事業は，本計画に基づき，食料
生産の体質強化，震災復興および農村の防災・減災力の強化，
農村の協働力や地域資源の潜在力を活かしたコミュニティの再
生といった政策課題の解決に向け，施策を集中的に実施する。

（水土の知８０－６，pp．２５～２９，２０１２）
土地改良法，土地改良長期計画，農業の体質強化，震災

復興，防災・減災対策，農村協働力，再生可能エネル

ギー

（技術リポート：北海道支部）
北海道の畑圃場の物理的構造と改善方法

藤内 尚幸・相馬 尅之

北海道の畑圃場の耕うん管理では，プラウ耕（深耕）による
「反転耕起」と，ロータリ耕（浅耕）による「撹拌砕土」の２
工程管理が広く普及している。その結果，北海道の畑圃場の表
層土（Ap層）はロータリ耕深の Ap１層と，ロータリ耕深から
プラウ耕深までの Ap２層に分化しており，しかも Ap２層が難
透水性の耕盤層と化している場合が多い。このような畑圃場の
物理的構造の改善方法として，筆者らは土壌管理法「省耕起」
を提案した。土壌管理法「省耕起」とは，慣行的な耕うん管理
から Ap２層の出現原因となる「プラウ反転耕起」を除き，既
存の Ap２層のマクロ間隙の再生には低速心破を導入するとと
もに，有機質資材を併用して再生したマクロ間隙の保全を図る
ものである。本報告は，北海道の畑圃場の特異な物理的構造の
改善方法として，土壌管理法「省耕起」が効果的であることを
示したものである。

（水土の知８０－６，pp．３０～３１，２０１２）
耕うん管理，耕盤層，過度の砕土，マクロ間隙，低速心

破，省耕起

（技術リポート：関東支部）
富士山東麓の火山砂礫を利用した砂防ソイルセメント工法

吉田 大祐

富士山東麓には，陸上自衛隊東富士演習場が広がっており，
静岡県は演習場下流への洪水と土砂流の被害防止を目的に，防
衛省南関東防衛局より委託を受けて障害防止対策事業（治山治
水）を実施している。平成２４年１月に竣工した海苔川２号貯
砂池周辺は，１７０７年の富士山宝永噴火の際に噴出された，ス
コリアを主成分とする火山砂礫に厚く覆われている。演習場の
土砂は外部への持出しが禁止されており，建設発生土の有効活
用がこの地域の課題である。本報では，海苔川２号貯砂池の
砂防堰堤内部に建設発生土の火山砂礫を有効活用した，新工法
の砂防ソイルセメント工法（INSEM工法）について，配合検
討を中心に施工事例を報告する。

（水土の知８０－６，pp．３２～３３，２０１２）
砂防ソイルセメント工法，INSEM工法，新工法，建設

発生土，スコリア，コスト縮減

（技術リポート：京都支部）
農業用管水路の急曲線部推進における課題と対策

平井 優也

農業用用水路である小田井水路の粉河サイホン改修工事は，
長距離（２５０D 以上）で，平面線形 R＝５０m曲線が２カ所あ
り，発進立坑から５mで急曲線が始まる難度の高い内水圧管
路の推進工事であった。本報では，この難度の高い急曲線部推
進工事を実施するに当たり，推進力過多による内水圧管のひび
割れや継手部の漏水，施工管理方法などの課題と対策について
報告する。緩衝材の段差配置や管継手の抜出しの抑制，通常の
施工管理基準を上回る施工管理を行うなど細心の注意をもって
施工した結果，管のひび割れや漏水を発生させることなく完成
することができた。

（水土の知８０－６，pp．３４～３５，２０１２）
推進工法，急曲線，緩衝材の段差配置，許容抜出し長，

ガラス繊維鉄筋コンクリート管

（技術リポート：中国四国支部）
興津地区における鋼管回転貫入工法

山本 敏博

津波避難塔はその建設目的から必然的に人家近くに配置する
こととなり，土質や立地条件で立地を選べない。進入路が狭
く，人家に接する狭隘な現場での基礎杭施工は，大型機械が使
えないうえ，低騒音・低振動での施工が余儀なくされる。こう
した施工条件を踏まえ，小口径の鋼管を小型杭打機で施工可能
な，回転貫入工法で施工した。本報では，その施工について紹
介する。

（水土の知８０－６，pp．３６～３７，２０１２）
回転貫入，回転圧入，鋼管杭，小口径，小型杭打機



（技術リポート：九州支部）
既設橋梁の拡幅改修方法の検討

�田 直

長崎市琴海村松町で実施中の一般農道整備事業における既設
橋梁改修を計画するに当たり発生した課題と，これに対する検
討および結果について報告する。有効幅員の拡幅，設計荷重の
A活荷重へのランクアップ，通行止め期間の短縮の３項目を
検討項目とし，これに対応した工法として，既設橋梁利用・拡
幅分新設橋梁設置工法の採用に至るまでの設計手順を示す。有
効幅員の拡幅については，既設橋梁を再利用し，隣に拡幅分の
新設橋梁を設置して対応した。また，設計荷重のランクアップ
については，張出し床版部の耐力不足が確認されたため，炭素
繊維シートを用いた補強を行った。本報では，検討を行う中で
発生した既設橋梁活用のための照査や，既設橋梁，新設橋梁間
に伸縮装置を設置し，分離構造とすることなどに対する課題解
決の検討について紹介する。

（水土の知８０－６，pp．３８～３９，２０１２）
既設橋梁，拡幅，炭素繊維シート，伸縮装置，A活荷重
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